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猛
暑
に
襲
わ
れ
た
今
年
の
夏
、
八
月
十
八
日
に
栄
区
役
所

裏
の
大
い
た
ち
橋
・
小
い
た
ち
橋
付
近
で
第
一
回
﹁
い
た
ち

川
ま
つ
り
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
ま
で
毎
年
﹁
い
か

だ
ま
つ
り
﹂
と
し
て
二
十
二
回
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
か
ら
遊
歩
道
の
清
掃
活
動
を
組
み
合
わ
せ
た
新
た
な
内

容
・
名
称
に
な
り
、
子
ど
も
約
三
百
人
、
総
勢
六
百
人
を
超

え
る
多
く
の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

区
長
の
ご
挨
拶
、
遊
歩
道
の
ゴ
ミ
拾
い
か
ら
始
め
、
そ
し

て
定
番
の
イ
カ
ダ
遊
び
で
す
。
イ
カ
ダ
に
乗
っ
て
川
か
ら
見

上
げ
る
景
色
は
普
段
と
は
違
っ
た
趣
が
あ
り
川
辺
の
良
さ
を

あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま
す
。
今
年
は
柏
陽
高
校
理
科
部
の
生

徒
さ
ん
が
イ
カ
ダ
作
り
に
挑
戦
し
、
川
底
を
覗
い
て
見
る
こ

と
が
で
き
る
ユ
ニ
ー
ク
な
仕
掛
け
が
考
案
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
さ
か
え
ス
ポ
ー
ツ
く
ら
ぶ
の
協
力
に
よ
り
カ
ヤ
ッ
ク
が

登
場
し
、
初
め
て
の
子
供
た
ち
も
懸
命
に
パ
ド
ル
を
振
り
回

し
て
い
ま
し
た
。
イ
カ
ダ
の
他
に
も
色
々
な
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
、
暑
さ
に
負
け
ず
元
気
に
遊
び
回
る
子
ど
も
達
を
見
て
い

る
と
、
こ
ち
ら
ま
で
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
元
気
に
な
っ
て
き

ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
楽
し
い
川
遊
び
を
通
し
て
自
然
豊
か
な

栄
区
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
言
え
る
﹁
い
た
ち
川
﹂
の
魅
力
を
知

り
大
切
に
し
て
い
く
気
持
ち
を
育
む
こ
と
を
ね
ら
い
と
し

て
、
い
た
ち
川
水
辺
愛
護
会
、
い
た
ち
川
と
親
し
む
会
を
は

じ
め
、
地
区
社
協
、
子
ど
も
会
、
青
少
年
指
導
員
、
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
、
警
察
学
校
、
そ
の
他
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
り
企
画
・
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
た
ち
川
を
愛
す
る

人
達
が
増
え
て
い
く
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
ま
た
来
年
の
夏
も

元
気
な
子
ど
も
達
に
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。　
　

︵
い
た
ち
川
ま
つ
り
実
行
委
員
会　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
長　

橋
本
哲
芳
）

  通刊６３号

切
り
取
り
線

この部分を

切り取ってファ

イルにすると便

利です

い
た
ち
川
ま
つ
り

　8 月 18 日 ( 日）、猛暑のなかで行われた「いた
ち川まつり」は栄区役所裏の大いたち橋を拠点にし
て行われました。川の右岸に 5 張りのテントが張
られ、参加する子ども達の受付をするテント、金魚
すくい、ヨーヨーすくい、キーホルダーつくり、
スーパーボールすくい、焼きたてパンなどの模擬店
が並び、川に下りる階段下には笹の葉で飾られた手
作り箱イカダが３隻つながれていました。
　子どもを連れた若いご夫婦、イカダの船頭を手伝
いをする若い男性達、川の両側の散策道から物珍し
そうに川を覗くシニアの見物客、イカダ遊びに参加
する子どもと父兄など大勢の見物客が見守るなかで
「いたち川まつり」は始まりました。
　実行委員長と区長の挨拶の後、参加者にゴミ袋が
渡され、３０分間の周辺のゴミ拾いを行ってからま
つりが開始されました。階段を下った川辺の細長い
広場（船着き場）には船頭さんと補助する若いお兄
ちゃん達が川に入り飾られた箱形のイカダが2 艘、
舟型のイカダ１隻、初めて登場したカヤックのとも
綱を持って待機しています。これらのイカダ以外に
も今回新たに加わった小型カヌー２隻が水辺に浮か
べられていました。
　大きな箱舟イカダには子どもが８～１０人、やや
小型の２隻のイカダは５～８人が乗り、1 隻に３～
４人の若い船頭さんがヒモで結わいたイカダを川下
に向かって５０ｍを往復する。川は思っていたより
浅く船頭の膝下くらいです。カヤックはこの川幅に
は長過ぎるのか、川のヨシを避けながら窮屈そうに
曳かれていました。
　小いたち橋の下では 2 隻のカヌーが年少の子ど
もを乗せ、お兄ちゃん船頭に曳かれ忙しく上流１０
ｍ間を往復していました。大いたち橋上流側では一
人用のオワン舟も登場していました。そして、左岸
の岸辺では魚釣りの雰囲気を楽しむ偽装の鯉つりに
子どもよりお父さんが夢中になっている光景も見受
けられました。それぞれの場所にイカダを待つ子ど
もたちの歓声が水面に飛び交う暑い夏の一日でし
た。　　　　　　　　　　　　　　（谷　渓）

　

いたち川まつり（８月１８日）



　
平
均
年
齢
七
七
歳
の
当
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
で
は
、
直
ぐ
近
く
に
ホ
タ
ル
の

棲
む
瀬
上
の
森
が
あ
っ
て
も
な
か
な

か
ホ
タ
ル
観
賞
に
出
掛
け
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
度
、
皆
で

ホ
タ
ル
を
観
た
い
！
と
い
う
思
い
を

今
回
実
現
で
き
ま
し
た
。

「
い
た
ち
川OTASU

KE

隊
」
と
い
う
存
在
は
知
ら
な
か
っ
た

の
で
す
が
縁
あ
っ
て
そ
の
ア
シ
ス
ト
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
現
地
へ
出
発
す
る
前
に
、
荒
井
沢
の
ホ
タ
ル
愛
護
集
団
が
利

用
し
て
い
る
紙
芝
居
を
借
り
て
き
て
上
演
し
、
ホ
タ
ル
観
賞
の
注

意
事
項
も
学
ぶ
こ
と
が
出
来
て
大
変
有
効
で
し
た
。

　
当
日
は
、
本
郷
車
庫
前
ま
で
バ
ス
で
行
き
、
そ
こ
か
ら
横
堰
ま

で
歩
い
てOTASU

KE

隊
と
合
流
し
、
時
刻
が
早
過
ぎ
た
の
で

周
辺
の
草
花
の
講
義
を
拝
聴
し
な
が
ら
ホ
タ
ル
の
出
現
を
待
ち
ま

し
た
。
定
刻
（
？
）
の
19
時
30
分
、
周
辺
が
暗
く
な
る
と
共
に
ホ

タ
ル
が
出
現
！
出
た
ー
と
い
う
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
神
秘
的
な
光

と
、
飛
び
交
う
光
の
軌
跡
を
目
で
追
い
ま
し
た
。

　
予
想
を
超
え
る
沢
山
の
ホ
タ
ル
に
出
会
え
て
本
当
に
幸
せ
な

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
身
近
な
空
間

に
、
こ
ん
な
に
大
き
な
喜
び
を
与
え
て
く
れ
る
存
在
が
居
た
な
ん

て･･･

。
来
年
か
ら
は
も
っ
と
大
勢
の
人
た
ち
に
声
を
掛
け
て
、

そ
し
て
頼
も
し
いOTASU

KE

隊
の
ご
支
援
を
仰
い
で
、
ホ
タ

ル
観
賞
会
を
続
け
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
支
援
頂
い
た

OTASU
KE

隊
の
皆
様
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
の
会

員
一
四
〇
名
を
代
表
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
み
ど
り
が
丘
（
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
会
長
　
　
湯
瀬
洋
子
）

そ
う
だ
！
ホ
タ
ル
観
に
ゆ
こ
う
！

域の歴史の逸話を聞きました。自然観察の森と隣り合わせの
長倉町に出没するアライグマ、物置の引き戸を開けるようす
の DVD 収録上映は町内の木村さん。町内で採取された青大将
のスッポリぬけがら分断なし１６２ｃｍの珍しい展示は佐藤さ
ん。面白かったり、びっくりしたり、好評でした。
　屋外では水辺の生き物探しをしました。網を先に川に入れた
ためアブラハヤ、テナガエビ、モクズガニは隠れてしまい観察
はできず残念でしたが、カワエビとカワニナは捕れました。小
川アメニティの手押しポンプで水を汲みあげ水が冷たいことを
体感した後、この水は本当の井戸水ではなく汚れがあり、その
まま飲んではいけないことを知ってもらいました。
　「ながくら子ども環境学習１０周年記念植樹」はモッコウバ
ラ２本、サルスベリ１本、ウメ１本。子どもたちが植樹し樹木
名札の裏に自分の名前を書きました。子どもたちが実のある人
に成長するとともに、植えた樹木もしっかり花を咲かせてくれ
るよう祈念しました。
　　　　（長倉町小川アメニティ愛護会事務局　佐藤信夫）

　横浜自然観察の森はいたち川の源流域のひとつであり、鎌倉天園ハイキン
グコースを分水嶺とする森から流れる水はとてもきれいです。その水を受け
て流れるせせらぎの散策路が長倉町小川アメニティです。この長倉町小川ア
メニティを舞台に、夏休みに小学生を対象として開催する子ども環境学習会
は、おかげさまで１０年連続して開催することができました。
　8 月 18 日（日）午前９時、はじめに愛護会代表の依田さんから学習会の
歩みと感謝の挨拶がありました。2003 年長倉町小川アメニティ愛護会の発
足の際、清掃・除草活動に加え環境学習会を地域の世代交流の場とすること
にしました。当時の栄土木事務所の担当が現 OTASUKE 隊副隊長の和久井
さんでした。第１回は「長倉町小川アメニティフェスティバル 2004」と銘
打って開催し、いたち川 OTASUKE 隊の隊長の宗森さんと和久井さんには、
以来、今回まで指導や学習会の講師としてご参加いただいています。
　今年は記録的な猛暑を考慮し屋内での学習を中心に行なうことにし、長倉
町小川アメニティでの生き物探しや記念植樹は終盤に組みました。
　よこはま 3 Ｒ夢 / ゴミ分別 / 地球温暖化の話は資源循環局栄事務所の宗
像さんから三択問題が出され、子どもたちが回答して正解に拍手が上りまし
た。ゲリラ豪雨による急な増水や流れに足をとられて溺れる危険など、川で
遊ぶ時の注意は「いたちかわらばん６２号」を使って栄土木事務所の角田さ
んから。紙芝居「かわせみキングくん」は横浜自然観察センターの瀧本さん
から。草花の押し葉 / 押し花づくりは採取してきた現物で和久井さんから。
根もつけてあるところが一味ちがうところです。長倉町子ども会のみんなに
は１週間前にテキストと台紙を配付してあったので２名から作品提出発表が
あり拍手が湧きました。毎号の「いたちかわらばん第１面版画」の制作者で
ある宗森さんから、絵（版画）が出来るまでの話、題材のいたち川の橋と地

　
石
原
の
水
辺
に
つ
い
て
（
訂
正
と
お
詫
び
）

　

い
た
ち
か
わ
ら
ば
ん
62
号
（
夏
号
）
の　
　
　

「
石
原
の
水
辺
は
こ
の
よ
う
に
な
り
ま
す
」
の
記
事

で
、
石
原
の
水
辺
は
平
成
25
年
７
月
末
の
完
成
と
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
工
事
の
遅
れ
に
よ

り
、
オ
ー
プ
ン
時
期
が
同
年
10
月
中
に
な
る
予
定
で

す
。

楽
し
み
に
し
て
い
た
皆
さ
ま
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
訂
正
と
お
詫

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
河
川
改
修
事
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
（
栄
土
木
事
務
所　
下
水
道
・
公
園
係
）

　「上郷上流水辺愛護会」が、7 月２５日（木）に行ったいたち川月間
行事の一つ、「いたち川水源の探検」に参加しました。
　上郷地区センターに集まったのは、主催者側の会員 6 人の他は筆者
を含めて僅かに 3 人（ただ幸いにも内一人は小学 4 年生でした）だけ
だったのは大変残念なことでした。主催者側では、上郷地区センターの
側に二つある橋の内の上郷橋の下に小さな湧き水を見つけました。そこ
から「長倉町小川アメニテイ」～「横浜自然観察の森」へつながる遊歩
コースを行けば、いたち川の源流域です。そこでさらに２箇所の湧き水
を発見して源流の元を知り、これらを組合わせて「横浜自然観察の森」
の自然を味わい、いたち川の水源を考える企画に仕立てたそうです。
　さて、早速橋下にカワニナやクレソンを探したり、チョロチョロと湧
く湧き水を手にすくってみます。小魚が見えて、イトトンボも飛んでい
るのが見えます。地区センターの周辺が既に自然界豊かな環境なので
す。参加した少年の興味は何か？　大人達は専ら、少年の興味を引くた
めに「ミズスマシの池」を眺めさせ、野鳥観察小屋の覗き窓からカワセ
ミが飛来しないかと双眼鏡で探させたりしました。
　少年の好きそうな「山の家」を探検してから自然観察センターに向か
いました。入口に置かれていた紙芝居「かわせみキングくん」を少年に
手伝わせながら上演してみたらとても興味深そうに聞いてくれました。
昼食は観察センターの教室を借りて食べ、終わってから映像教材を
見せて貰いながら森の自然や動植物について沢山学びました。
センターのレンジャーは話も上手で、初めて聞くような説明でも聞き
飽きさせず、小学生でも十分に理解できたと思いました。
水源の探検だけではない大切な自然を沢山勉強した一日でした。
                                                                     （ピンテール）

ながくら子ども環境学習１０周年の記念植樹風景

紙芝居をして楽しく学びました

いたち川水源の探検（７月２５日） きれいな水のいたち川で学ぶ2013（８月１８日）
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